
指定番号 1  桐生織物記念館（桐生織物会館旧館） 

 

所在地 永楽町 6-6 

建築年代 昭和 9年（1934） 

建築概要 木造 2階建タイル張、瓦葺 

特徴等 桐生織物の全盛期に、当時の桐生織物同業組合の事務所として建てら

れた。当時の同組合組長は、彦部駒雄。昭和 9年に建てられた現在の

建物は木造二階建て、屋根は青緑色の日本瓦葺、2階窓にはステンド

グラス、外壁は当時流行のスクラッチタイル張りのモダンな洋風建築

である。建物自体は、昭和初期に盛んに使われた造りで、整然と配置

された窓や背の高い総二階の上階に大会議室をもつ形式である。現在

は、貸館のほか、織機や織物資料の展示と織物等の販売を行っており、

織都桐生の拠点ともなっている。桐生織物の好況期に前線基地として

機能し、その隆盛を今に伝えると共に、当時の面影をそのまま残す貴

重な建物である。 

備考 登録有形文化財（平成 9年 5月 7日） 
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1階平面図 

写真１建物外観 

配置図 

写真２建物内観 

貸貸

1階平面図 2階平面図 


